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「ダイオキシン類のヒト健康リスクの経年変化の推定」 
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概要：2,3,7,8位に塩素置換した
ポリ塩化ジベンゾ-p-ジオキシ
ンとポリ塩化ジベンゾフラン

（PCDD/Fs）17 異性体の発生
源から人体までの輸送過程をモ

デル化し，それらの日本人への

リスクの過去から将来に亘る変

遷を推定した。 
測定値との比較から，2,3,7,8-
４塩化ジベンゾフランを除き，

モデルで推定された環境媒体中

濃度，一日摂取量及び体内負荷

はわが国におけるバックグラウ

ンドレベルを妥当に表していると考えられた。 
母体の体内負荷量から推定される PCDD/Fs への胎内曝露に伴う次世代の女子への生殖毒性の

曝露マージンは 1950年及び 60年生まれの母親から生まれた女子で 4～6であり，それほど余裕
がないと思われた。しかし，1980年生まれの母親から生まれる女子で 12～14であり，将来的に
はこのエンドポイントに対するリスクは問題にならないと思われる。 
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Fig. 7  Estimated time courses of toxic equivalent body burdens in
Japanese females and contribution ratios of sources. 


